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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 私たちの職場の独法化が今回の都議選にかかっ

ています。選挙に行っても何も変わらないと思っ

ているかもしれません。しかし政治は遠いもので

はなく、私たちの生活に直接影響を与えます。第

４波で大阪の死亡率が異常に高かったのは、大阪

の政治が住民の命と健康を守るという基本を欠い

ていたからです。このように政治は私たちやその

家族の命まで左右するのです。今、このタイミン

グでオリ・パラを強行すれば感染拡大は避けられ

ません。感染が広がれば必ず命が失われます。

「優秀な医療人材を確保するために独法化する」

という意見があります。育てるのではなく「確

保」なのです。人件費を人への投資ではなくコス

トとしか見ない独法化は人を育てることができな

いのです。命が失われるのがわかっていながら、

あえて行う。都議選でこんな命を粗末にする政治

を止めさせましょう。選挙で政治は、そして暮らしが変わります。選挙に行って独法化を止めま

しょう。 

 ６月２４日のツイッターデ

モ、＃都立・公社病院の独法化で

はなくコロナ医療の充実をもとめ

ます、では多くの人がツイートを

してくれました。ありがとうござ

います。当日のツイートを一つだけ紹介します。「まだまだ続

くコロナ対応に公的病院は必要です。流動的にベッド調整をして

コロナ患者さんを受け入れています都立公社病院はこのままで

存続させるため都議選は必ず行きましょう （沖のえらぶ さん）」 

コロナ手当が延長されます！ 

 オリンピック前からじわじわと感染者

が増えている東京。重症者も増えてきて

います。人員増なしでコロナ対応を行う

ことによる負担が、現場に重くのしか

かっています。その中でコロナ手当の支

給が延長されます！   

2021年10月31日まで 

都議選で独法化をストップさせよう 

命を大事にする都政への転換を 

五輪も独法化も中止一択 


